































































The relation between the degree of achievement of the training subject in 
care process deployment and the sense of fulfillment of training

















1）アンケート回収率　　     
個別援助技術実習終了後　98.3％（57/58 人 ） 介






























個別　　 総合　　 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合
平均値 3.21 3.37 3.37 3.58 3.49 3.48 3.14 3.37 3.04 3.29
標準偏差 0.559 0.561 0.587 0.537 0.601 0.727 0.693 0.658 0.778 0.667
F 値
有意確率 (両側)
平均値 3.23 3.38 3.09 3.38 3.37 3.69 2.47 3.25 3.11 3.04
標準偏差 0.682 0.599 0.662 0.631 0.919 0.612 0.984 0.837 0.772 0.791
F 値
有意確率 (両側)
平均値 2.82 2.94 2.86 3.1 2.88 3.08 2.89 3.19 2.81 3.21
標準偏差 0.826 0.916 0.693 0.721 0.758 0.737 0.748 0.627 0.718 0.696
F 値
有意確率 (両側)
平均値 2.86 3.1 3.21 3.48 3.12 3.5 3.44 3.67 3.42 3.65




平均値 3.3 3.46 3.33 3.58 2.95 3.52 3.19 3.46 3.07 3.37




平均値 3.02 3.37 3.04 3.37 3.09 3.44 3.21 3.46 3.46 3.21




平均値 3.12 3.35 2.96 3.25 3 3.31
標準偏差 0.683 0.653 0.654 0.622 0.906 0.755
F 値














@16計画の修正 @17技術の習得 @18技術習得は学内の学びが役立った @19関わりに自信 @20利用者と信頼関係
@11計画書の活用 @12計画により経験が明確 @13計画により目標に活用 @14計画により積極的 @15達成度の理解
1.36 0.002＊ 211.0614.1863.0
571.02.2628.01405.1561.0





































































































































個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合 個別 総合
その日の指導担当者が決まっている
実習のスケジュール決まっている
行動計画を申し出ると優先的に実践 ＊ ＊ *
積極的に申し出ると考慮 ＊ ＊ *









実習のスケジュールが決まっていない * * *
実習指導者が不在の時が多い *
職員が忙しがっていて声がかけにくい * ＊ * *
実習体制が違っていてやりにくい * *
実習を職員が理解していない ** ＊ * **
行動計画を申し出てもやらせてもらえない ** *
人によって指導内容が違う




反省会をもってもらえない * ** *
施設の実習評価が厳しい * ＊ **


















































































































































































実習のスケジュールが決まっていない * *  *
実習指導者が不在の時が多い 











* p<0.05       ** p<0.001




















































































































































































































































反省会をもってもらえない * **  *
施設の実習評価が厳しい *













































































































































































㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛
表 3 アセスメントで困ったこと 
情報収集 ・利用者の状況で情報が取りにくい １５（件） 
 ５  いなが間時・
・認知症の人の情報収集が難しい  ４ 
・利用者の思いを知ることの困難さ  ４ 
・職員が教えてくれない  ２ 
・記録からの情報が少ない  ２ 
情報の解釈の難しさ  ３ 


































































  表４ ケアプランで困ったこと 
利用者の状況からの困難性 １４（件）
実施するにあたっての準備不足 １０ 
実習施設側の協力体制がとれず困難  ５ 
その他  １  
  表 5 利用者との関わりで悩んだり困った  
利用者への対応 １６（件）
コミュニケーションをとることの難しさ  １０ 
認知症の人への接し方  ６ 
利用者の思いを汲み取る困難さ  ５ 
 
  表４ ケアプランで困ったこと 
利用者の状況からの困難性 １４（件）
実施するにあたっての準備不足 １０ 
実習施設側の協力体制がとれず困難  ５ 
その他  １  
  表 5 利用者との関わりで悩んだり困ったこと 
利用者への対応 １ （件）
コミュニケーションをとることの しさ  １０ 
認知症の人への接し方  ６ 
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